
平成２３年３月１日（火） 兵庫県庁 １号館９階会議室

根岸 哲

西村多嘉子 （大阪商業大学総合経営学部教授）

木村 治子 （弁護士）

北野 参則 （公認会計士）

小西 庸夫 （元兵庫県代表監査委員）

平成２２年１０月１日 ～ 平成２２年１２月３１日

事務局報告 平成２２年度第３回委員会の議事概要

議案１ 入札及び契約手続の運用状況等の報告

件

件

議案２ 抽出した工事に係る入札及び契約手続等の審議

抽出案件 総数 5 件

一般競争入札 - 件

う 公募型一般競争入札 1 件

ち 制限付き一般競争入札 4 件

指名競争入札 - 件

随意契約 - 件

委員からの質問・意見
それに対する回答等

別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による意見の具申 なし
又は勧告の内容

対象期間中の資格制限件数

対象期間中の指名停止件数

対象工事の平均落札率

開催日及び場所

平成２２年度第４回兵庫県入札監視委員会 議事概要

9

0

委 員

対 象 期 間

（甲南大学法科大学院教授）

対象工事※件数

※対象期間中に契約締結した契約予定金額250万円超の工事

質問・意見 回 答

件

千円

％85.5

1,031

43,561,397対象工事の契約金額合計



別 紙

質 問 ・ 意 見 回 答

１

２

３

(1)

(2)

(3)

(4)

事務局報告

平成22年度第3回委員会の議事概要について

（質問・意見なし）

入札及び契約手続の運用状況等の報告

Ｈ22．10．1～ 12．31の入札・契約状況

・ 総合評価落札方式は、契約予定金額7千万円以上の土木

工事に適用のはずだが、但馬県民局（新温泉土木事務所）

で、契約予定金額3千万円程度の工事に総合評価落札方式

を適用している。理由は何か。

抽出した工事に係る入札及び契約手続き等の審議

公募型一般競争入札：県土整備部（設備課）発注

「県立淡路病院衛生設備工事」

・ 管工事業者は多数いるはずであるが、応札したのが１者

だけである。技術的な要因等があるのか。

制限付き一般競争入札：阪神南県民局(西宮土木事務所)発注

「武庫川下流浄化センター 管理棟・電気棟耐震対策工事」

・ 応札５者中４者が失格となっている。予定価格・最低制

限価格が高すぎたためか。

制限付き一般競争入札：中播磨県民局(姫路農林水産振興事務所)発注

「家島漁港係留施設等（浮桟橋）工事」

・ 応札金額が、1億5400万円～2億2500万円とかなりばら

つきがある。推測される理由は何か。

制限付き一般競争入札：但馬県民局（新温泉土木事務所）発注

「浜坂駅港湾線 道路改良工事（その２）」

・ 落札業者以外はすべて予定価格超過であり、落札率も

99.4％と高い。

但馬県民局管内で落札率が高めになることに対しては、

委員会の意見を踏まえて、改善されるよう努力してもらっ

ているようであるが、さらなる改善策について検討をお願

いする。

・ 新温泉土木事務所管内では、落札率が高止まりする

傾向にあることを踏まえ、管内業者に現場の状況や技

術的課題に対応して適正に積算し、入札参加するとい

う意識付けを行うために 7 千万円未満の工事にも総

合評価落札方式を試験的に適用した。

・ 当該衛生設備工事は、工事箇所が多いうえ、医療機

器との接続、排水・給水等かなり高度な技術と責任が

伴うため敬遠されたと推測される。

・ 予定価格及び最低制限価格は、所定の基準に基づい

て適正に設定している。

失格者が多くなった理由としては、建築工事の発注

量が少なく受注意欲が高かったこと、既設建築物の改

修手間を過少に見積もった者があったこと等が推測

される。

・ 特殊な構造物の製作で、過去における同種工事施工

経験の有無で応札金額に差が生じたと推測される。

・ 今年度は、新温泉土木事務所管内の業者の入札に係

る意識改革を目的に 7 千万円未満の工事にも総合評

価落札方式を試験的に適用してみた。

今後は、制限付き一般競争入札の地域要件の緩和な

ども検討してみたい。



(5) 制限付き一般競争入札：丹波県民局（丹波土木事務所）発注

「市島和知線 橋梁補修工事」

・ 再度入札の場合は、１回目で最低制限価格を下回った失

格者は、参加できないのか。

・ 最低制限価格を下回った失格者は、再度入札に参加

することができない。

その他：政府調達に関する苦情処理、建設工事に係る再苦情処理について

・今回は、無かった旨、事務局より報告。


